
軌道上点検サービス
株式会社尽星
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自己紹介

代表
谷 浩一

三菱で航空製品のプロジェクト管理を担当。
名古屋商科大学(NUCB)でMBA取得。
スタートアップでドローンの回路設計/製造を担当。
株式会社尽星を共同設立。
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三菱重工で人工衛星のソフトウェア品質保証に従事
その後独立しWeb開発のプログラマに転身。
再度宇宙事業を目指すべく株式会社尽星を設立。

共同創業者
新井 正樹



Background

宇宙機の状況把握はほぼデータのみ
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(予測)

宇宙機の外観撮影の意義が高まる

人工衛星打ち上げ数が急増中
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ソリューション-「人工衛星を撮影する人工衛星」

軌道フライバイ撮影(すれ違い撮影)による目視点検
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地上望遠鏡接近
撮影

自撮り
方式

軌道フライバイ
撮影

(弊社採用)

×
数百km先の撮影対象で
あるため、点でしか見

えない

◎
最接近するため

○
搭載カメラに依存

○
弊社で開発中の撮影技術に
より画像品質の最大化を目

指す

画像品質

×
数百km先の撮影対象で
あるため、点でしか見

えない

◎
近距離からの撮影のた
めあらゆる角度で撮影

可能

×
アームの届く範囲のみ

○
外部より撮影するため全体

像を撮影可能

俯瞰性

△
利用許可を得る必要が

ある

×
接近に数日～数か月必

要

○
ただしトラブル時は撮

影できない

○
コンステレーション化によ
り撮影機会を最大化できる

即応性

×
地上望遠鏡を占有する

ため高額

×
撮影のために1機の人工

衛星が必要
(数十億円/1枚)

△
人工衛星毎に開発費が

必要

○
決まった機数で大量の撮影
が可能なためコストダウンで

きる
(数百万円～)

価格

軌道フライバイ撮影の採用理由



撮影ミッション実行

状態解析
(破損・正常稼働・
姿勢異常など)

衛星運用担当

状態確認の
ニーズが発生
運用中に異常疑い

or広報で画像が欲しい

弊社(SpaceEye)

解析・レポート納品

顧客より支払い

AI
※将来検討

撮って、届ける 軌道上点検サービス



点検結果はレポートとして納品



課題認識
太陽光パネル展開して正常動作に至っ
たことをPRするため、撮影機能を設け
ている。機体からの撮影は限界がある。
上記の撮影が精いっぱいだった。

軌道上撮影サービスについて
全体像が撮影できればより強力なPRが
できるため、良いサービスだと思う。
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人工衛星 開発担当者様 超小型衛星 開発メンバー
打上げ後のトラブルシュートやメイン
ミッションの稼働確認で是非使いたか
った

ニーズ調査…開発運用者からヒアリング
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●異常時：診断
 損害診断
 原因特定

 保険請求の根拠

●正常時：証明
 機能証明
 広報素材

 顧客・投資家への説明

軌道上点検サービスが生む新たな価値



単価撮影頻度対象割合
(*1)

用途

300万円1回/機10%PR用途

2000万円2回/機10%障害時対応

5000万円5回/機10%定期監視
(中型契約)

1億円12回/機5%常時監視
(大型契約)

(*1)2036年の年間衛星打ち上げ数は6965機を想定
6965機×対象割合×単価でTAMを算出

449 468 490
1262 1807 2368 2860

6965

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2036

人工衛星数（年間）

(予測)

人工衛星数が急増しており市場が拡大中
軌道上点検プラットフォームとしてのポジション確立を目指す

市場規模

TAM(全体の市場規模)

6200億円

SAM(獲得可能な最大市場規模)

3100億円

SOM(獲得可能な市場規模)

620億円



開発について



高精度目標位置推定

人工衛星の製造・運用技術

高精度姿勢制御 光学系設計

「人工衛星を撮影する人工衛星」実現のため技術開発中
下記の技術要素の組み合わせにより優位性確保を目指す

画像認識

技術実証



0からの積み上げ



ICTスタートアップリーグ Support 2 採択

総務省による「スタートアップ創出型萌芽的研究開発支援事業」
を契機に2023年度からスタートした支援プログラム
2025/7/11付け採択

人工衛星の製造・運用技術(通信)
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2027202620252024タスク

全般

開発

BBM
(Bread Board Model)

Launch▼

FM
(Flight Model)

国際周波数調整

環境試験

軌道予測ツール開発(済)

ニーズ調査(済)

▼ロケット契約

人工衛星の開発・運用ノウハウ習得のため初号機Cubesatを開発中

初号機で目指す技術習得
・人工衛星衛星の製造と運用の基礎技術習得
・撮影対象の位置を予測する高精度目標位置推定
・撮影対象の衛星に正しくカメラを向ける高精度姿勢制御

現在製造中の人工衛星のBBM

BBM(Bread Board Model)…机上検討用のプロトタイプ
FM(Flight Model)…実際に打上げる本番用機体

短期スケジュール
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20352034203320322031203020292028202720262025

事業

3U,400～1000km,
SSO 他

3U,550km,SSO1U,550km
SSO

軌道

-

軌道予測
姿勢制御

光学系・撮影技術
サービス運用

Cubesatの基礎
軌道予測
姿勢制御

検証
項目

初号機
開発 2号機 3号機 量産化

▼サービス開始

1U 2U
レンズ系

1U
基本機能

ロードマップ
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軌道上の宇宙機の支援

点検 デブリ監視 記念撮影/エンタメ 修理

事業拡大
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資金面を含むパートナーシップを模索中
-開発費用、ロケット契約、設備費用
-中部地方における民間の衛星運用拠点

技術指導
-人工衛星開発全般、特に無線機、姿勢制御、光学設計
-軌道フライバイ撮影実現のための知見

軌道上点検のニーズ募集中！
-衛星運用者、SSA研究者 他

提携希望



ご清聴ありがとうございました。
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会社HP 谷の
Twitter(X)


